
 

 

 

 

令和７年度 全国学力・学習状況調査 
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１ 本調査について 

三田市教育委員会では、この調査の結果を受け、三田市学力向上推進委員会を開催し、三田市

の結果分析を進めました。 

 

２ 調査の概要及び公表方法について 

 

（１）調査の実施日 令和７年4月 14日（月）～17日（木） 

 

（２）調査の対象  小学校 6年生（市内20校 959名） 

 中学校 3年生（市内  8 校 909名） 

 

（３）調 査 内 容  

①教科に関する調査（国語、算数・数学、理科） 

②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

 

（４）公表方法について 

本結果概要では、全国や兵庫県の状況を踏まえた上で、教科と領域ごとの結果と、

本市の子どもたちの優れている点やつまずきが見られる点について明らかにすると共

に、学びのポイントについて総合的に分析した結果の一部を記載しています。 

同様に、子どもたちの学習や生活に対する意識・実態等について、「教科に関する調

査（国語、算数・数学、理科）」と「生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査」の二

つの結果をもとにした、「児童生徒質問紙調査の結果と、教科調査とのクロス集計分析」

を記載しています。 

    また、全国・兵庫県においては、細かい桁によるわずかな差は、学力面での実質的

な違いを示すものではないと考えられるとして、各教科の平均正答率は整数値で公表

しています。 

三田市もこれに準じ、各教科及び領域の平均正答率は、小数点以下を四捨五入した

整数値で公表します。ただし、質問紙の数値については、従来通り、小数点以下第一

位の数値を公表します。 

文部科学省によるこの調査は、全国の児童生徒の学力や学習状況を調べ、義務教育の成果 

と課題を確かめ改善を行うために、平成１９年より実施されています。 

今年度は令和 7 年 4 月 14 日～17 日にかけて実施しました。本市の「国語、算数・数学、

理科」と「質問紙調査」の分析結果をお知らせします。 

「全国学力・学習状況調査」結果（三田市） 



1 

 

３ 子どもたちの学力の定着状況について 

「国語、算数・数学、理科」全体の調査結果 

 

  

 

 

 

平均正答率（％）                                 

70

62
60 59

55

68

59
57

54

49

67

58 57
54

48

30

40

50

60

70

80

(小)国語 (小)算数 (小)理科 (中)国語 (中)数学

令和７年度 教科別平均正答率 三田市 兵庫県(公立) 全国(公立)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜結果の概要＞ 

○本市児童生徒の国語、算数・数学、理科は、全国（公立学校）の平均正答率をすべて上回り、学力の定

着状況は、良好といえます。 

○特に、中学校数学（全国平均より＋７ポイント）が良好でした。 

〇国語に関しては小学校・中学校ともに、全国平均との差が年々減少傾向にありましたが、今年度は小学

校・中学校ともにその差は増加しました。 

全国・兵庫県の状況を踏まえ三田市の現状を分析したところ、結果は 

良好でした。 

本市の傾向 

※国語、算数・数学、理科の全てにおいて、全国・兵庫県の平均正答率を

上回っています。 

 

・小学校国語（全国平均より＋３ポイント） 

・小学校算数（全国平均より＋４ポイント） 

・小学校理科（全国平均より＋３ポイント） 

・中学校国語（全国平均より＋５ポイント） 

・中学校数学（全国平均より＋７ポイント） 

・中学校理科（全国平均より＋３１ポイント ※IRTスコア） 



  小学校 国語 

調
査
結
果 

 

 

本
市
の
傾
向 

全領域において、全国の平均を上回っている。 

思考力・判断力・表現力等に関する内容では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」はいずれの設問も全国を上回って

いる。 

課
題 

「読むこと」において、目的に応じて文章と図表を結び付けるなどして必要な情報を見付け、条件に合わせて記述

することに課題がある。 

 

 

 

課
題
に
関
連
す
る
設
問 

【読むこと】３三（２） 

目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして、必要な情報を見付けることができる 

かどうかをみる 
三田市正答率５４．７％（全国５６．３％）   ＊無解答率１６．４％（全国１６．２％） 

問
題
と
解
答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質
問
紙 

（５１）国語の授業で、目的に応じて説明的な文章を読み、文章と図形などを結び付けるなどし

て必要な情報を見付けていますか。                                                  

 

例えば、買い物や旅行などを計画・立案する際に、目的や条件をもとに、インターネットや書籍などから情報を収集

することがあります。調べる時には、キーワードが何かを的確に考えることで、より自分の知りたい情報にたどりつくこ

とができます。必要な情報がどのように関係しているのかを書き込みながら検討し、自分の考えを作り上げていく経

験を、発達段階に応じて重ねていきましょう。 

正答例 

言葉は年月とともに変化すると

いうことになっとくしました。な

ぜなら、「新しい」という言葉

が、奈良時代には「あらたし」

と言われていたように、時代と

ともに言葉の形が変わること

があるからです。 

〈条件①＋条件②【資料２】〉 

 

誤答例 

言葉の広がりや深さにも、ふれ

ていただきたいということにな

っとくしました。これからも言葉

を大切にしたいと思います。 

〈条件①のみ〉 
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  小学校 算数 

調
査
結
果 

 

本
市
の
傾
向 

全領域において、全国の平均を上回っている。特に、図形を構成する要素、角の大きさについての理解や伴って変

わる二つの数量の関係に着目し、課題を解決することができる。 

課
題 

示された情報から基準量と比較量、割合を正しく捉えることに課題がある。 

 

課
題
に
関
連
す
る
設
問 

【変化と関係】領域４－（４） 

日常の事象について伴って変わる二つの数量関係に着目して考察できる 
三田市正答率３９．１％（全国４０．９％） 

   
 

正答 

②増量後のハンドソープの量は、増量前のハンド   

ソープの量の 1.１倍である。 

 

誤答 

①「１０％増量」の１０％を 0.1 と捉えているが、 

増量前の量を１ （100％）と捉えていない。 

 

③「増量後の量」は、「増量前の量」の１０倍と捉 

えている。 

※増量前の量を基準量１（100％）として、0.1 

（１０％）や、1.1（110％）に当たる比較量に 

ついて、図と式や言葉で数量の関係を捉える 

ことができたか。 

※「増量」など言葉の意味を理解しているか。 

質
問
紙 

 
（５６）算数の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できていますか。 

 

 

 
日常生活と関連づけて、具体的な数量を考える機会を活用していきましょう。量や、値段の比較、「○割引きでいく

らになるのかな？」「□％増量でどれだけお得になるのかな？」等、もとになる量や比べる量が何かを考えて、具体的

な絵や図も活用し、算数の学びを普段の生活に広げていきましょう。 



  小学校 理科 

調
査
結
果 

 

 

 

 

 

 

 

本
市
の
傾
向 

全領域において、全国の平均を上回っている。特に、「地球」を柱とする領域では、事実的な知識も身

に付いており、条件を正しく制御して実験を行う力が身に付いている。 

課
題 

既習内容や観察・実験の結果を比較して、差異点や共通点をもとに、具体的な条件に着目して新たな問題を見

いだし、表現することに課題がある。 

 

課
題
に
関
連
す
る
設
問 

【生命】３－（４） 

レタスの種子の発芽の結果から、発芽の条件について、新たな問題を見いだし、表現する 
三田市正答率２7.0％（全国２9.9％） 

問
題
と
解
答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質
問
紙 

（３３）５年生までに受けた授業では、各教科などで学んだことを活かしながら、自分の考えをまとめる活動

を行っていましたか。 

 

 

 

 

（６６）自然の中や日常生活、理科の授業において、理科に関する疑問を持ったり問題を見出したりしていま

すか。 

 

 

 

正答 次の①②のすべてを記述していること。 
 
➀〈条件〉から、日光または肥料について、1 つ 

選んで記述している。 

➁疑問を示す趣旨で記述している。 
 

【正答例】レタスの種子が発芽するために、日光

（肥料）は 必要なのだろうか。 

 
誤答    ①の記述がない   ２９．３％ 

②の記述がない   ３５．６％ 

        無解答            ８．０％ 
 
・既習の植物の発芽の条件との差異点や共通点を

もとに、新たな問題を見出すことに課題がある。 

・発芽に関して見出した新たな問題を、問いとして

適切に表現することに課題がある。 

学校では実験や観察を通して「気づき」から問いを生み出す授業を大切にしていきます。ご家庭でも「どうしてそう 

思ったの？」「なんでだろうね」といった声かけや、子どもが疑問を持ったときに「調べてみようか」と促すことが、子ど

もたち自らが疑問や問題を見つけ、解決しようとする思考力と表現力を育てる大きな力となります。 



正
答 

 
  

門 

専
問
的
な
知
識
が
あ
る
こ
と 

三
田
市
の
解
答
状
況 

誤
答
に
あ
る
よ
う
に
、
間
違
い
に
は
気
づ
い
た
が
、
正
し
い
漢
字
を

書
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
生
徒
が
４
．
７
％
あ
り
、
そ
の
他
の
誤

答
が
７
．
８
％
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
全
国
よ
り
も
誤
答
の
割
合
が

大
き
く
、無
解
答
率
も
25

％
（
４
人
に
１
人
）
と
な
っ
て
い
る
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  中学校 国語 

調
査
結
果 

 

本
市
の
傾
向 

全領域において、全国の平均を上回っている。 

特に、内容では「書くこと」、問題形式では「記述式」で正答率が高く、記述式の無回答率は全国より低い。 

課
題 

質問紙では、文章を書いた後に、読み直して修正する推敲については、「あまりしていない」「全くしていない」と回

答する生徒が三田市において 26.6％であり、課題となっている。 

 

 

課
題
に
関
連
す
る
設
問 

【書くこと】４－（一） 

読み手の立場に立って、表記を確かめて、文章を整えることができるかどうかをみる 
三田市正答率６１．９％（全国５７．３％）  

問
題
と
解
答 

手
紙
の
下
書
き
を
見
直
し
、
誤
っ
て
書
か
れ
て
い
る
漢
字
を
見
つ
け

て
修
正
す
る 

 

                 

質
問
紙 

（５１）国語の授業で、文章を書いた後に、読み手の立場に立って読み直し、語句の選び方や使

い方、文や段落の長さ、語順などが適切かどうかを確かめて文章を整えているか。 

 
 

 

 

 

 

 

「推敲
すいこう

（ 文章を書いた後に、読み直して修正する）」は、国語の学習時間だけでなく、日常生活の中で読み手の立

場に立って、自分が書いた文章について捉え直し、分かりやすい文章に整えることが大切です。電子メールや SNS

への書き込みなど、電子機器を使って書く時も、「送信」ボタンを押す前に読み返す習慣を意識するなど、修正すべき

点を自分で見つけ、実際に修正する経験を家庭でも増やしていきましょう。 

誤
答 

誤
っ
て
書
か
れ
て
い
る
「
問
」

を
、線
で
消
し
て
い
る
が
、「
門
」

と
正
し
く
書
い
て
い
な
い
。 

４
三
上
さ
ん
は
、
職
場
体
験
活
動
で
お
世
話
に
な
っ
た
生
花
店
の
店
長
の
大
野
さ
ん

に
、
お
礼
の
手
紙
を
書
い
て
い
ま
す
。
次
は
、
三
上
さ
ん
が
推
敲
し
て
い
る
途
中
の

【
手
紙
の
下
書
き
の
一
部
】
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

一 

三
上
さ
ん
は
、
【
手
紙
の
下
書
き
の
一
部
】
に
、
一
箇
所
、
漢
字
の
誤
り
が
あ
る

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
三
上
さ
ん
の
修
正
の
仕
方
を
参
考
に
し
て
、
誤
っ
て
書
か
れ

て
い
る
漢
字
を
線
で
消
し
、
消
し
た
漢
字
の
右
横
に
、
正
し
い
漢
字
を
書
き
な
さ
い
。 

思考力、 
判断力、 

表現力等 



  中学校 数学 

調
査
結
果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本
市
の
傾
向 

全領域において、全国の平均を上回っている。特に、図形領域の正答率が９ポイント程度高い。 

無解答率については、全問題において全国平均よりも低い。 

課
題 

式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数学的な表現を用いて説明することについての設問の

正答率が 32.7％と低くなっている。 

 

課
題
に
関
連
す
る
設
問 

【数と式】６―（２） 

式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数学的な表現を用いて説明する 
三田市正答率３２．７％（全国２５．７％）  三田市無回答率 19.5%（全国 24.9％） 

問
題
と
解
答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質
問
紙 

 

（５８）数学の授業で、どのように考えたのかについて説明する活動をよく行っていますか。 
 

 

正答 

・連続する２つの３の倍数

の和は、奇数（２の倍数に

１を加えた数）である。 

誤答 

・連続する２つの３の倍数

の和は、３の倍数である。 

・連続する２つの３の倍数

の和は、２の倍数である。 

子どもは、自分の考えを他者と交流することで、新たな考え方に触れ、新たな気づきを得ます。解答を導く過程で

は、自分の考えを筋道を立てて詳しく書くことが大切です。 



  中学校 理科 

調
査
結
果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本
市
の
傾
向 

全領域において、全国の平均を上回っている。 IRT スコア 三田市 534 全国 503 
※中学校理科については、R7 年度より ICT 端末を使用して回答する CBT 調査が行われ、生徒によって異なる問題が出題されました。そ

のため、結果も他の教科の平均正答率とは異なり、IRT スコアというもので結果が示されております。IRT スコアは、IRT に基づいて

各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、５００を基準にした得点で表すものです。 

課
題 

これまで学習した内容をもとに、様々な見方を働かせながら比較し、多面的、総合的に分析して解釈す

ることに課題が見られた。 

 

課
題
に
関
連
す
る
設
問 

共通性と多様性の見方を働かせながら比較し、多面的、総合的に分析して解釈することがで

きるかをみる 
【粒子・生命】７－（１）  

問
題
と
解
答 

 

（問題のせる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質
問
紙 

 

（７０）理科の授業で、課題について観察や実験をして調べていく中で、自分や友達の学びが深

まったか、あるいは、新たに調べたいことが見つかったか、振り返っていますか。 
 

 

 

 

正答 

スチールウールをほぐして

火をつける「表面積を大

きくする」という体の構造

の共通点がある。 

誤答 

・水を使って…25.0％ 

・ｶﾊﾞｰｶﾞﾗｽを…9.2％ 

・ﾋﾞﾆｰﾙ袋に…34.9％ 

「反応する場所の面積を大き

くしている」という共通点に気

づけていない。 

 

子どもの失敗や試行錯誤を肯定し、家族でニュースや身近な話題を共有することが大切です。「うまくいかなか

った」ことを否定せず「なぜうまくいかなかったのか」を一緒に考えたり、ニュースを親子で話題にし「学校で

習ったこととどうつながるか」を考えたりすることで、多面的・総合的に分析・解釈する機会を設けましょう。 



クロス集計「１」と回答した子どもたちほど、学力テストの正答率が高く

なっています。設問の内容と学力には強い関与性があると考えられます。 

 質問紙調査分析 ～児童生徒質問紙調査の結果と教科調査とのクロス集計分析より～ 

児童生徒質問紙調査については、全国値との比較から、三田市の特徴や課題を分析します。 

 

 これからの社会を生き抜く力を育む                                
  
 社会の在り方が劇的に変わりつつある今、子どもたちが「自らの人生を舵取りする力」をつけ

ることは重要です。独自の発想や視点をもって自己の感性を働かせ、多様な他者と協働しながら、

生涯にわたって主体的に学び続ける子どもたちを育んでいきましょう。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    → 学び方を身に付けている子どもと学力には、相関性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

  → 子どもの主体的な学習につながる授業づくりがなされています。     

 

 

 

 

 

 

   

→ 話し合い活動によって、学びが深まることを子どもたちが実感しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  → ICT 機器を活用して、視覚的にわかりやすい資料を作成する力が伸長しています。 

 

 
Q.32 これまでに受け

た授業では、課題の解決

に向けて、自分で考え、

自分から取り組んでい

ましたか。 

Q.16 分からないこと

やくわしく知りたいこ

とがあったときに、自分

で学び方を考え、工夫す

ることはできています

か。 

 
Q.35 学級の友だちと

の間で話し合う活動を

通じて、自分の考えを深

めたり新たな考え方に

気付いたりすることが

できていますか。 

 

クロス集計（回答グループ別正答率） 

クロス集計（回答グループ別正答率） 

クロス集計（回答グループ別正答率） 

 
Q.29-4 あなたは自分が

PC、タブレットなどの ICT

機器を使って学校のプレゼ

ンテーション（発表のスラ

イド）を作成することがで

きると思いますか。 

クロス集計（回答グループ別正答率） 



 

 

 

 

 

 

 

→  肯定的に回答した割合は、小学校で 88%、中学校で 84.9%比となっています。 

経年変化では、小・中共に増加しており、自尊感情を高める取り組みに一定の成 

    果が見られます。 

子どもは、身近な人から認められることで、自分に自信を持ち、物事に前向きに 

    取り組むことができます。引き続き、子どもたち自身が自分のよさや可能性を認識 

し、将来の夢や目標につなげられるようにしていくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

→ 「夢は人を育てる」という言葉があるように、子どもは目標を持つことで、自分で 

考え自分で行動できるようになります。日常の中で、何をしたいのか、どうなりた 

いかなど、夢や目標について話し合う機会を持ちましょう。 

 

→ 「人と関わりたい」「人の役に立ちたい」と思う気持ちは、自らの体験によってのみ 

獲得され、社会性の基礎をつくります。人の役に立った、人から感謝されたという経 

験によって、自己有用感を育みましょう。 

社会全体の構造が変化する中で、これからは答えのない課題に直面した時に、自分で

考えることに加えて、他者の考えを取り入れていくことが大切です。安心して認めても

らえる雰囲気と、自分にはよいところがあると実感できる学校でありたいものです。 

またそのような経験によって自分を大切にできることで、他者への思いやりが生まれ、

良好な人間関係を築きやすくなります。人生という大海原でしなやかに舵取りする力をつ

け、幸せに生きることにつながるよう、学校や家庭での子どもたちへの関わりを振り返っ

てみましょう。 

 

 

 

 

 

 Q.5  自分には、よいところ

があると思いますか。 

 

  
Q.7  将来の夢や目標を持っ

ていますか。 

Q.8  人が困っているとき

は、進んで助けていますか。 

 


